
　　　　

令和 6 年 12 月 16 日

10 時 00 分から 16 時 30 分まで 有り

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等 歯科健診、芸術鑑賞会、運動会、秋祭り、クリスマス会、豆まき会

家族支援

〇保護者が障害を持つ我が子を理解し、より良い子育てができるように支援し
ます。また、個別相談にも、随時対応します。
・お子さんの家庭での様子や他機関（医療機関含）での状況などについて、情
報共有をすると共に悩みなどの相談、助言を行ないます。

地域支援・地域連携

〇地域社会の資源としてサービスを提供し、家族が安心して生活できるよう支
援します。
・必要に応じて、保育所（園）、幼稚園、学校、相談支援事業所、医療機関、
他児童発達支援事業など各関係機関と電話連携や訪問を実施します。
・相談支援事業所に個別支援計画を送付し、支援について共通理解を図りま
す。

移行支援

〇幼稚園・保育所（園）等の移行や就学に向けた情報を得られるようにします。また、就学に向
けた支援を行います。
・併行通園先の幼稚園、事業所と連携し、必要に応じて訪問する機会を設けます。
・他集団への移行検討に向けて保護者と話す機会を設けます。
・就学先の小学校と連携を図ります。

職員の質の向上

〇職員の資質向上のため、施設内外の研修に参加し、職員間で知識や情報を共有することによ
り、利用児の支援向上を図ります。（千葉県通園施設連絡協議会主催の職員研究大会・専門別研
修会・療育セミナー等、全国児童発達支援協議会（東北関東ﾌﾞﾛｯｸ）主催の施設長研修会・職員
研修会等、福祉サービス苦情解決担当者・第三者委員会研修等、幼稚園・保育所・小学校・特別
支援学校・療育関係機関等との合同研修等）

・表情、身振り、絵カード等を用いて、大人とやりとりが楽しめるよ
うに支援します。

・活動や人との関わりを通し、興味、関心を拡げ伝えようとする気持
ちを育てられるように支援します。

・友だちと場や物の共有ができるような遊びや活動を設定し、友だち
同士でやりとりする場面を設定します。

午後グループ 発達グループ

・基本的生活リズムや生活習慣が身に付けられるように活動を設定し
ます。

・必要な場面で手を洗う、様々な行動の準備、片付けができる等、生
活で必要なことが自発的にできるように、言葉がけや環境づくりをし
ます。

・様々なことが自発的に行えるように環境づくりをします。

令和６年度

・ふれあい遊びや粗大運動などの感覚遊びを通して、基本となる姿勢
や動作等の向上が行えるように言葉がけや環境づくりをします。

・楽しい雰囲気の中で、様々な体の動かし方が出来るような活動を提
案し支援します。

・楽しい雰囲気の中で、様々な体の動かし方が出来るような活動を提
案し支援します。

○すべての利用児をかけがえのない存在として尊重し、利用児にとって最善の利益を最優先にします。
○利用児の人権を擁護し、自己実現を支援します。その職務を遂行する過程で知りえたプライバシーを保護します。
○専門的知識や技術の研鑽に常に励み、最良のサービスを提供します。
○医療、保健、教育その他児童福祉に関連する機関等と積極的に連携し、協力して児童を支援します。

（ア）利用児の心身の状況やおかれている環境に応じ、適切なサービスを提供します。
（イ）親子関係を育み、利用児が基本的生活習慣を身につけられるように支援します。
（ウ）利用児が集団への適応を図るための基礎作りとして、小集団での保護者以外の他の大人や子ども同士の関わり合いを広げます。
（エ）保護者が主体性を持って子育てに取り組めるよう育児支援を行います。

送迎実施の有無

支　援　内　容

午前グループ

移転先では送迎サービスを行っています。蘇我駅とセンターを
療育時間に合わせて運行します。

・ふれあい遊び等と遊びを通し、親子の愛着関係を育めるように支援
します。
・保護者以外の大人や子どもと場や物の共有をし、小集団の中で関わ
りが持てるように支援します。

・小集団への参加を促し、興味関心が拡げられるよう様々な活動を提
供します。

・小集団の中でごっこ遊びやルールのある遊びを通して、友だちの気
持ちを考えながら、一緒に楽しく活動に参加できるように促します。

事業所名
児童発達支援事業
千葉市療育センター　すぎのこルーム 支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念

・スケジュールカード（視覚支援）などを利用して、見通しを持って
活動に参加出来るようにします。

・繰り返し行う活動の流れを理解し、全体の動きに意識が向けられ自
信をもって取り組めるように支援します。

支援方針

サービス提供時間

本
人
支
援

対象児

・繰り返し行う活動の流れを理解し、全体の動きに意識が向けられ自
信をもって取り組めるように支援します。


